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甎働 年期 に 伽 幡 音 楽 款 育
一 主誌 繊 ・ 姻 糎 蓬 生かず

ピ
音楽思の指導避 纏 一

　鼠研 電 懿鑢

　 移し
e　ipapmi（乳児から小孝」校i・−2tiFまで ）の

．
翻 激育で

／
， そ縦 搬 の乳勸 児， 児童の主体牲や個

牲を伸長きせるには
，

どのよラなゴ旨≧草の内容や過蹇を

釦耄す東ぱよいか， 実践的な立場から究明する。

　2．萄撹 冒d臓 定の靆盤

ゆ 乳嘱旗期の音楽教育は，家庭や動維圜．鎌育所
囓 ）．丿卜輟 （以下

『

勘保・両 等略謡で表の 、

民闇の音楽数室等で彳テ功寂ることが多いゐぐ， 緋に ，

厂

幽保・小」 で〔まc

一
搦 秘 細 的な指導形態や方法を

とることゐ聾多い 。

鋤 又 ．

・音楽会や発表会 ， コ 冫クール，パレー
ドなど

L

のイペ ントを目糅に亡た指導£ ぱ， 結累的な虫髞 乏

を前堤とした指導が行酌鋭やずい 。

‘3） 一方 ， 長間τ行 地瀧マし、る，いめ励る
匚

音鰍 蜜

」 やイ臥 指導解信。ぞ東なりの衷果をあげて いるが。

こ煎と
「
動保

・小」 で切日常的な音楽溺 との関係が

問矧 こなる。

纏》 音楽活動ぱ，断詮は子ども
一人〃と

1
順 個性「こ応

じた感駅・
創造椎の習得ゐ爆 本1こなるが v こ鋤 覡実

th「
動保り ｝・」 切日常的な指導過鰤 な6、で，どのよ

うに獲得き震 ， どのように指導き賓て いるかの実証と

反省が
’
“ceになる 。

  幽稚園教育霎硬や小学按学習牌 奪領でぱ， 「宴

定した精誌の下て噛とを千芬【覧纏 ナる ⊥
「
勘児睦

体69な活動を促 し」
『
助児の二人〃幼 あ軸畦にノ計

1

発達の課題に即した櫓導を一 一
コ Gh稚園．縮 〕繭 の

「雌 薗教育の基本」 伽 鋤（・・は筆着）
厂

児童の個
・師臆奏恕臺弼・し去蝕 憂 憂刪 」 （・卜嫐 学習

指導嚢領
「

音：楽科 」 葬3指導計画あ作歳と各学年にわ
だる内磨晦鰕．いfぢ） ）が示すよ うに ， 主・体的

． 個・陸的

な取扱いを掻調 じてし、 る。

蜘　も昌 と ， 音楽切  楽しさ」
厂
巣 Lさ」 は， それ

ぞれの坪齢や発違段階 ， 環境等によゲ『，その子どち

なりの個柱に応 じて ，主鉢的に鸛 さ衆てい く。

酌 音釀脂導のなかで ，一人がとりの孑どもの特椎 を

どう発見し仲履させる か，
当然，そこには

「

評価 A 翻

問題が生趨寸るが
，

こ魚弊を含勘て，音楽救
「
翻 改善

と粛違を意輿肯る業蓼がある。

3，確 鐚 と麟毳

暖ワ》

i｝1上 徳 雄
繊 勢睡 手短 期丸学｝

（9） 「
翻 呆り 」・

」 の
「

髀 諭
「

指導過秘 熊 子ど

もの
「

主体陸 ・個椎 詠 を生h、

で指導が ， どのように考
之、行わ弥τいるか。その実態や問顯魚をきぐる．

勧 　
「

動保 」， の音楽濡動 ，tSt；，

「

歇 う」

【

動く」

「 eVL＜ ぐならす）」 等 ， 差魂抑特質1癒 じた
「

主俸性
・
儡陛」 鉚培え方や ，ぞ朔 譜吻 あり方を究明する。

〈審》　
「6bve・小 」 で

1
よ《行計フ荊ている

「一
壱・楽 」 仁関』重

むた行華（灘 会，轍 会 ，館 的 な音粲的彳↑串等）
へ の参如抑た湧の指導《容雪 特に目常の保育 1垢導）

との関係や齒目の選定s練習蒔闇や労法 ， 予ど毛の最

応，旛導者の意見導にっ い て考寨寸る。

蝿） 民間の音楽殺室等で詞参加纖 を｛フ 子ども違re
「

莇保り 亅・
丿 湘 軸徳 嗜 飴鋤 、 厨 かか創 に

つ いマ ， その状泥や問題点等乞倹詩ずる e

  　厂勁保・J）1．9 で 躋臼鴬釣愈
「一諌 丿 di『

旙導過程

」 面 なかで，一人   とり御子ど  を，どうどらえ、ど

う伸は寸かにつ い て ， その内各，方法等を購 iこ究
明寸ろ c

＿ 等である。

　暗 獅窟の内霧滋考察

　
厂 蔘褓 ・小 ・ 帰g＃th

「

指導癰 呈」 て
”
， 主雌 ・個

栓昏生冷す指導につ いマ ワ 主として 9 （り 邑れ差幽亀

嬖因と ， （2）こ蝦 を生ガす
「

鮨導遒程とそのお法丿 に

曩 約じビ逮，べる。

（9｝ 主体性・癰 を幽毒要因

黙 嫉 冶動切
「1特疊 」 から

　a7，
「

歌囓」

「

動き」

「

器楽」 算飜袤現て
’
」穂論子

ども昂罅触 痢， 欄べ差ゐ哩 えやすい ，

  イ細 や激師．指樽考 ζ以下
「

欝 」 と嚇 り

が ． 予想き袵る子どもの活動や
「

椙導目糅 く船抽 ）

：　をあrf
’
，　こ厳 fこ

，

一一騫勧仁近づ  ナようと寸る、

ゆ 指導きれろ
「

歌曲 Jr 畢1調内容等）に ， 子ども

の既有纖 攤 寢 ， 表珮梗能や態鹿等に
， 輝 ・く差が

見られる。

  特定の
「

敗 曲」 が孤立Lマ指導きれ ，
、鮭の毅曲

や生治，季節，
彳↑事等との逵綴が稀簿な揚合がある。

  翫
「

器楽、 孀 獣 つ し
、llま， 谿 蘇 管や

意響蜂の聞蘇か ら． 行 牽拳加等を目種 1こした嘉 勤“中

淵 【こ 1》リやすい 。一一一 埠て
”
ある．
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イ．　
「

櫞 」 の士旨導形蝕の面から一

　1ア’ クラスの及教によっ マぽ， 個人酌な指導がで
厂
き

にくい嫣｝含・がある。

（イ） どもすると，

一搦 勺な
「

表魂 」 の指導仁終りが

ちに なる。特に， を孝会，

・皆楽含などイベ ント参加書

目標 にした施導には， 勧児や 艟 の主体柱。個性への

配慮が獅 き屈かない二とtある。

　（ウ）　部今自与なd朿習 〔ク  レ
ーフ

゜

やで固k才kSP）の髄 ，

弛の子 どもの動静などが気になる。

。工） ．告糎 の民間の音楽塾などで受げている個べ溜導

の威果が．
「6褓 ・小」 の日聯 守な音楽蒲動の鰍

労該と離れがちで
’
ある。

C2）　二主体ヒ圭・イ固’性を生か「ナ棚 呈とそのナヲ去

　F指導過程 」 書，

一応， ［］
「

導入段階、 図
「

中cせ的

習得段階」 ， 匸至］
「

整王里・考も侵」 の6旻階に区づ〉・して，以

下，その指導の概略一を逮ぺる。

国　
「

導λ段階 J て  王雛 ・個’断 生か「fis導一

ア 鰤 馨や彡力児・児童， 音…讐約」暖麟 のなかで，倉

然儒飜 さ翫る活動か‘導入寸る。 碑 （ア粥 xりぱ鰰 ・亅）

〔ア♪　「
うたあそV

’L
，　※ ζ はないち畜ん あ 冫 など

「

翻鬱療賦 麟 培縟弊）
【1 ） 季節， 彳テ亊、 遊び

’
や生活等に闥連寸

一
る

「

歌曲」

　　などから導λする 。

‘フb　童話， 寓話等，室想的な薬しきをこもつ灘 ］から

　 導入寸る． （個人差．椎差、年誘差辱伏ある場合

　　［ま， それに適合 しなカYら，　自然に導入ずる。）

　th）　テレビ，　レコード， 儔会本等一で親 しんだ教曲等伏

　　あ液ぱ
’
，そあ状ラ尾に飛じて取 ワ上げる，

イ この段腦での指導上の留意点

　（7） 子ど毛一人ひ とりの経験や表現意欲彦，常に先

行 させ，
これを契横に導入 r誘導） して い く。

（わ　当然 ， 個人差 〔興味関 1曾， 纖 度．習熟度蕚）

v）t
’
犬些い。これに齢 する指導をξ〒う。

（ウ♪ 表桔や態度，
言動 ． 交友関イ絳 をみながら、 グ

jL一プや全体の指導に生かす。

　こ工） 個人的な評緬や記録埠ゐも必要ヒである。艘 的 ，

流動自ウにとらえ ． 今稜詞指導の参考にする．

　（牙， こホから重黒的に取 り上1デよラとする 7 激 曲 」

二孝へ の環耳r未や意捜算右く
圏
、多くの子ども連…」二兇られるよ

うであ拑ポ，自然に〉畑 図 の段階へ移耐 る，

圍
「
中舶 摺 得段賭」 でA圭伽陛・怨脆 生かす

　　指導

ア 激詞や楽曲等が，

一人V とりに ， 沒第に主体的に

習癬きれ， 定着してい く。

（ア〕 鈍ロ昌や艶奏，レコー
ド
’
， 友だ

』
ちの激奔などを，

　　闘いたりf
一しょ に歌） たり動いたワすb 。

給 扱飼と秦齢を，個 性的に表班す耐鮪 齢 齷 ）

（ウ）友だちとの交流のなかて  汝第に習熟する。

（工）絵や 写真，絵譜など見て歌 う。　 辞鰍 』繭

（オ）一ス．a とりのイ固’僅に応じた表現伊で1きる。

　　　　　（・＊・　tk言観麟 …が．イ匿防生的にイメージ北司「る）

〔方）教師等」
の指示を自分なりに受げとめる。

イ　この段階での讎 の留意点

　（ア）藪彦弔辱の範唱（奏），
動きなどを，曲想を生かし

て，　楽 L　く　（正し　く　，　美し〈　）愛卜青こめて彳テうp

  一斉やプル
ー

プのなかに黐 」穽も入 り， 手ども

遂，と彳働 を共に しながら，観！察や評栖を彳了う、

〔ウ） できうだげ， 子どS の
「

個人」 を生かオ徽 ぐ

塲 ）を作る。

　（P 　継 ，賞賛， 奨励， 旦方言・9h力辱を．i固K や ゲ

）レ
ー7  全 》巳仁対 して彳了う。

（才）　子どもの一k 〃ど　り　の鰍 や観 売算1二応 じ
L

て

， 渙の 目標 ぐ繍 ）へ指向させる。

匡1　「

整」埋 ・龝 の段酵で
幽
の主体L生，

　（固“2を生か

　　す指導

ア 個柱に応 じた窕淀惑を味 わわせ．自信と鰍 をた

かめ☆がら，

ノ今綬 の才旨導へつ なく 

　（ア冫一 tよ に覿 Lたりして
「

イ士上げ」 を楽し沓。

　‘イ）麦だちと劇花 乙た fJ　tて
，

「
劇 作」 を楽し晝｝．

‘ウ冫，怒ぎな既習鍵曲など
’
を縦

・デて襲好曲を広げ
1
る。

イ　この段階て
’
の才旨導上の 留意点1

（ア，　イ固性　個ズ）差に応 じ
’
た覿 へ の懺 や 1態鹿 ． 二獲

彳昇己た諜 的な驪 本」羊を参＄4vaし， 今後 に 生かす。

（イ｝　嵯蓴に よっ ては，イ固メ丶指導切凝会を別 に作る。

　Cウ〉　「
音楽コ だ叶て

”
なくイ画性に応 じた翻 をざせる．

5 総活と課 顯

以 上．乳嘱 脚 期に却ナる繰 数宥でい梼1び 揃保
’

・［、、 を中1巴に，焔導過程を．一応，国導入，回中嶋

圄整埋・発展の各段階に区分L，その過程でs 孑ども

達の主体卜生や個柱をと
”
S生か 〔育てるがにつ い て ．縦

嚇 べて果た．
「

音楽治鋤」 が，

一斉的， 俵能的な数

彡｛陣 1ヒ切 指導仁終 りが劣 な魂耽のなかて  子ども司
「

二主イ岑こノr≦圭」 　
τ
一

ノ個；陸：11 皇と
”
う生‘う、

一
オ
ー
ゐ
し
〃レニ雫f菫革ti）一耋鐸敦

一
ぜ
’
ある

。 もちろん， 治導過程 趣］， 回 ， ［釘） ぱ弾力的，

一逵

酌で分切できない面 もある。 又 ，4ゐ小蒔にぎび［い蒋

訓を受‘干， そ激を躍在では感謝1てい る と言 うメ、の例
・

など ． 与・どものイ固柱 ‘士能）をビ
’
う・呻ば甘か等の問麺

紐 もある o 皴 ， 更に，実轢一面の験討
」

を続1トたし、
。
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